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五
月
二
十
四
日
、
上
阿
井
の
ふ

れ
あ
い
交
流
館
﹁
一
味
同
心
塾
﹂

︵
中
村
成
子
館
長
︶
で
、
昔
な
が

ら
の
手
植
え
を

体
験
す
る
﹁
仁

多
米
作
り
・
田

植
交
流
会
﹂
が

行
わ
れ
、
町
内

を
は
じ
め
、
東

京
、
広
島
、
海

士
町
、
松
江
市

な
ど
か
ら
約
八

十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
田

の
神
様
﹁
サ
ン

バ
イ
サ
ン
﹂
へ

豊
作
を
祈
る
神

事
が
行
わ
れ
、

中
村
館
長
か
ら

﹁
今
年
で
七
回

目
を
迎
え
、
交

流
を
通
し
て
、

環
境
を
学
ぶ
良
い
行
事
。
こ
れ
か

ら
も
次
代
に
続
く
米
作
り
に
つ
な

が
る
よ
う
願
い
ま
す
﹂
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
三
十
　
の
水
田
に

素
足
で
入
り
、
田
植
え
唄
が
流
れ

る
中
、
秋
の
豊
作
を
願
い
な
が
ら
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
一
株
ず
つ
丁

寧
に
手
植
え
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
水
田
の
除
草
、
秋
に
は

稲
刈
り
、
は
で
干
し
な
ど
安
心
・

安
全
・
無
農
薬
の
米
作
り
を
実
践

し
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
米
作
り



一
味
同
心
塾
で
田
植
え
交
流

　
島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
が
開
校
十
年
を
迎
え
た
こ
と
を

記
念
し
て
五
月
三
十
一
日
、
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
で
創
立
十
周

年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
島
根
県
知
事
代
理

や
岩
田
町
長
を
は
じ
め
、
歴
代
の

学
院
長
、
旧
教
職
員
、
卒
業
生
、

地
域
の
方
な
ど
約
三
百
五
十
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
下
山
誠
学
院
長
か
ら
﹁
昨
年
度
、

私
立
学
校
等
評
価
研
究
機
構
に
よ

る
第
三
者
評
価
を
西
日
本
で
唯
一

受
け
、
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
共
に
、
優
れ

た
医
療
技
術
者
を
育
成
し
、
社
会

に
貢
献
す
る
教
育
機
関
を
目
指
す

と
と
も
に
、
今
後
も
、
学
生
へ
の

奨
学
金
の
支
給
制
度
等
さ
ら
に
充

実
し
た
学
院
運
営
に
努
め
ま
す
﹂

と
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
来
賓
を
代
表
し
て
初
代
理
事
長

の
岩
田
町
長
か
ら
は
﹁
設
立
は
、

県
内
一
ヶ
所
と
い
う
厳
し
い
設
置

基
準
の
中
で
創
設
さ
れ
、
こ
の
十

年
間
の
基
礎
づ
く
り
、
特
色
あ
る

学
院
づ
く
り
に
あ
た
ら
れ
た
歴
代

の
学
院
長
、
学
院
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
の
献
身
的
な
ご
努
力
に
感
謝

し
ま
す
﹂
と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
開
校
か
ら
十
年
の
あ
ゆ

み
を
紹
介
す
る
ス
ラ
イ
ド
上
映
や
、

横
田
高
校
出
身
で
現
在
、
島
根
大

学
医
学
部
教
授
の
内
尾
祐
司
先
生

に
よ
る
記
念
講
演
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
同
学
院
は
、
平
成
十
年
四
月
に

県
内
初
、
ま
た
全
国
で
も
数
少
な

い
町
が
設
立
し
た
四
年
制
の
医
療

技
術
専
門
学
校
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
三
百
九
十
三
名
が
卒
業
し
、
全

国
各
地
で
理
学
療
法
、
作
業
療
法

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
度
に
は
、
文
部
科

学
省
か
ら
﹁
高
度
専
門
士
﹂
の
称

号
を
卒
業
生
に
付
与
で
き
る
専
門

学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
、
こ
の
高

度
専
門
士
に
は
大
学
院
受
験
資
格

が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲手植えに挑戦する参加者

▲出席者全員で学院歌を斉唱

式
辞
を
述
べ
る
下
山
学
院
長

▲

内
尾
教
授
に
よ
る
講
演

▲

島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

　
　
　
　
　
　
創
立
十
周
年
記
念

高齢者叙勲　旭高齢者叙勲　旭日単光章単光章　安部敏雄安部敏雄氏（佐白佐白） 

ア
ー

ル

　安部さんは、昭和54年から12年間仁多町議会議員を務められ、その間平
成元年から平成３年まで副議長の要職を歴任されるなど、地方自治の発展と
住民福祉の向上に尽瘁されました。
　特に「県政百年の大計」といわれる斐伊川・神戸川の治水計画に基づく尾
原ダム建設事業の円滑な推進に尽力され、その結果平成３年10月には基本協
定の調印が行われ、今日この事業が順調に進展する礎を築かれました。
　また、平成2年10月には（財）奥出雲多根自然博物館副理事長に就任され、
現在も奥出雲町の発展に多大なご尽力をいただいています。
　今回その功績により、叙勲の栄に浴されました。

＜横田中学校大規模改修・耐震補強＞

　町内には、仁多・横田2校の中学校があり、仁多中学校については昭和47年に建築され、

平成3年から平成5年までの3ヵ年で大規模改修整備が行われています。

　横田中学校については、昭和48年

に旧横田町内の中学校を統合して建築

されて以来34年が経過し、老朽化と

水道水の汚濁が進んでいたため、町で

は合併後、最重点事業として、平成

17年度から文部科学省で国の補正予

算対応して頂き4ヵ年計画で大規模改

修工事、併せて耐震補強工事を進めて

います。

　既に第1期工事（特別教室棟）、第2

期工事（普通教室棟）が終了し、今年

度は第3期工事（管理教室棟）の改修

整備を行っています。さらに、来年度

は第4期工事（体育館改修）を行う予

定で、総事業費は6億8千万円です。

＜横田小学校水泳プールも竣工＞

　横田小学校水泳プールは、昭和55年に整備されて以来、高学年用、低学年用が併設するプ

ールとして、横田小学校や隣接する横田幼稚園・保育所の園児などに幅広く利用されてきま

した。

　しかし、建築後28年が経過し、プールの塗装面の損傷

が著しく、水が白濁するなど度々使用を中止。また更衣

室及びトイレの屋根がコンクリート劣化により崩落する

など大変危険な状態でした。

　そこで、平成19年度に水槽を補修・強化するとともに、

シャワーユニットの設置や下水道へ接続するなど整備を

行いました。

　安全で、使いやすく、親しみやすいプールとして完成し、

今シーズンからたくさんの子供たちが利用します。

町内の学校教育施設整備　着々と進む

▲改修された横田小学校水泳プール

▲図書室 ▲ランチルーム

▲耐震補強を施した開口部▲実習室


